

































































































































男性 9．9以下 10．0～14．9 15．0～17．4 17．5～19．920．0～22．4 22．5～24．925．0～29．930以上
女性 19．9以下 20．0～24．9 25．0～27．4 27．5～29．9 30．0～32，4 32．5～34．935．0～39．940以上
判定 非肥満 非肥満 非肥満 非肥満 軽度肥満 軽度肥満 中等度肥満 重度肥満
VFA値 19以下 20～39 40～5960～79 80～99　　100～129　　130～149　　150以上
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胴囲の低下は、いわゆる「夏痩せ」といった授業
内のトレーニング以外の要因も考えられる。轡囲
の変化については、測定誤差の可能性も考えられ
る。それ以外の部位では、有意差は認められなか
った。大腿囲については、有意差は認められなか
ったが4月から12月にかけて低下傾向がみられた。
【まとめ】
　本研究では、平成18年度の体育実技科目「体力
トレーニング」を通年で受講した学生の身体の変
化について検討した。
・体重については、男女ともに優位な変化は認め
　られなかった。男子は、前期に低下傾向、女子
　では年間を通して低下傾向にあった。
・BMIについては、男女とも大きな変化は認め
　られなかったが、女子ではわずかではあるが年
　間を通して低下傾向にあった。
・体脂肪率は、男子は前期に低下、女子は年間を
　通して低下した。
・VFA（内臓脂肪断面積指数）は、男子は前期に
　低下した。また、男女ともに全ての測定値が非
　肥満域であった。
・筋肉量は、女子は前期に下肢筋肉量が増加した。
　男女ともに、下肢に比べて上肢の筋肉量が少な
　い傾向にあった。
・フィットテストスコア（全身持久力）は、有意
　ではないが年間を通して上昇傾向であった。
・骨量については、男女とも変化は認められなかった。
・形態については、男子において4月から9月に
　かけて左大腿囲が低下した。女子においては、
　4月から9月にかけて胴囲が低下した。それ以
　外では大きな変化はみられなかった。
　本研究では、コントロール群を設定しなかった
為、授業内でのトレーニングの影響を純粋に検討
することはできなかったが、週一回の授業におい
てもある程度のトレーニング効果が期待できると
考えられる。特に、出席状況の良かった女子学生
の体重・体脂肪率の変化が好結果となったようで
ある。また、トレーニング機器やトレーニングル
ームの雰囲気への順応が期待され、学生自身の健
康、体力への関心とともに、今後授業外での自主
的な施設利用が期待できる。
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